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<延反 > <裁断 >

<生地保管倉庫> <出荷前製品保管倉庫>

<検反 10％実施（4点罰点法）> <生地欠点サンプル表> <ライトボックス> <付属保管倉庫> <付属管理デスク>

<サンプル室 > <使用ミシン（中国製）> <前立て芯貼り機> <検針機オオシマ
　　シングルヘッド>

<検品手順掲示>

工場名　　　　　　New Wide Garment

資本　　　　　　　台湾

生産アイテム　　　ポロシャツ・Tシャツ

客先（輸出先）　　  　US、カナダ

生産数 (ポロシャツ）    12Line、1,200pcs/day

生地付属調達先　　中国、ベトナム

CMT （基本のポロシャツ）    1.2 ～ 1.3USD

技術管理　　　　　スリランカ・・台湾

　　　　　　　　　

品質管理フロー　　10％検反

検針機　　　　　　オーシマ（シングルヘッド）

※1

※2

　↓
10％付属検品
　↓
パネル検品
　↓
インライン検品
　↓
エンドライン検品
　↓
QAチーム抜き取り検品
　↓
20％

※1. 2018 年には 24Line、2,000pcs/day 目標
※2. ベトナムに自社生地工場あり

<Mr.Sudesh Koomar Kauleedoss>

より指導者派遣

(Factory Manager)

カンボジアに2工場、ベトナムホーチミン、南アメリカ、ケニア等にも工場があり、ベトナム、中国で
生地の生産も行っている。エチオピア工場はCMTベースでオーダーを受けており、商談は台湾のSALES 
TEAMと行うこととなる。台湾側のコンタクトパーソンはJimmy u氏。不良サンプルや検品手順の掲示
など、各工程で必要なオペレーションの「見える化」がよく整備されている。ラインリーダーはエチオ
ピア、ラインマネージャーはスリランカ人、他、2名の技術者も常駐している。2017年 9月には刺し
ゅう機、10月にはオートブランケットマシンも導入。　                  Web  Site :  http://ww.newwide.com/

Bole Lemi 1
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<延反 > <裁断 >

<生地保管倉庫> <縫製ライン >

<検反 10％実施 > <付属保管倉庫> <１時間毎にQA TEAM
　　　　による AQL 実施 >

<AQL ROOM> <刺しゅう機 >

<プリント機 > <洗い機 > <アップリケ > <検針機ハシマ
シングルヘッド>

<生産進捗表 >

工場名　　　　　　JAY JAY TEXTILES PLC

資本　　　　　　　インド

生産アイテム　　　キッズ Tシャツ・肌着

客先（輸出先）　　  　US, EU

従業員数　　　　　2,150 名

生産数　　　　　　      78Line、85,000pcs/day

生地付属調達先　　インド（生地）

FOB（ジブチ）　      1.6 ～ 1.8USD（Tシャツ）

MOQ　  　　　　　150,000pcs / 1Style

品質管理フロー　　10％検反

検針機　　　　　　HASHIMAシングルヘッド

　↓
インライン検品
　↓
エンドライン検品
　↓
QAチーム抜き取り検品
（1時間毎にQA TEAMによる
　AQL1.5 実施）
　↓
100%　検針

<Mr.K.P.Raju>

中国（付属）

(Operations Manager)

2014年操業開始、日産85,000pcsの大規模工場。3建屋所有しており、2建屋で裁断・縫製
・仕上げ工程、1建屋でプリント・刺繍・洗い・カートン製造を行っている。縫製工程に合
わせ、オペレーターが移動することも多いため、効率化を図るため立って作業を行っている。
バンドルに付けられたバーコードにより、生産進捗を管理し、QA TEAMが1時間毎、ライン
毎のAQLを実施し、品質の管理を行っている。

<カートン製造場>

1.25USD（肌着）

Bole Lemi 1
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<延反 > <裁断 >

<生地保管倉庫> <出荷前製品保管倉庫>

<検反機 > <生地欠点サンプル表> <バンドル管理> <縫製ライン投入時> <縫製ライン >

<検品手順 > <洗い加工場 > <洗い加工場 > <検針機オオシマ
　　シングルヘッド>

<糸くず除去機>

工場名　　　　　　Ashton Apparel  PLC

資本　　　　　　　

生産アイテム　　　カジュアルパンツ

客先（輸出先）　　  　

生産数    

生地付属調達先　　

CMT    

技術管理　　　　　

　　　　　　　　　

品質管理フロー　　

検針機　　　　　　オーシマ（シングルヘッド）

<Mr.Alberto Mercedes ( 右 )>
(GM-Op)

工場情報未取得

Bole Lemi 1
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<延反 > <自動裁断機 >

<生地保管倉庫> <出荷前製品保管倉庫>

<検反機 > <付属保管倉庫> <付属管理デスク> <自動裁断機 > <芯貼り >

<中間アイロン> <前身頃検品 > <休憩時の体操> <プレス機 > <プレス機 >

工場名　　　　　　Raymond

                                     

資本　　　　　　　インド　　　　　　　

生産アイテム　　　メンズスーツ

客先（輸出先）　　  　USA

従業員数　　　　　600 名

生産数　　　　　　スラックス・ジャケット

　　　　　　　　　各 10Line/250 枚

                                      5000pcs/day（目標）    

技術管理                     40 名インドから派遣　

ハンガー納品　　　2000 着 (40Ft)

品質管理フロー　　 検反 100％(12 台設置予定 )

検針機　　　　　　無　　

検針機　　　　　　なし

<Mr.Lokendra Rana>
(Deputy General Manager)

HAWASSA

<備品管理室 >

(Silver Spark Apparel
　　　　　　 Ethiopia PLC)

　↓
パーツ検品
　↓
前身、後身、袖など、
各パーツ組み立て後
エンドライン検品　
↓
最終検品
↓
AQL( 客先の指示で外部）

2017 年 6月稼働開始。TOYOTA 式を採用し、管理システムは申し分ない。自主監査のため Industy

Engineering Teamを設置し、技術管理にあたっている。インド本工場にて、日本向け担当であった

Lokendra 氏が駐在しており、日本語対応も可能。従業員数 600 名、現在ジャケットで 250 枚の日産

しかないが、毎月 1ラインづつ増設し、1年半後にはジャケット、スラックス各日産 5000 枚を目標

としている。　　　　　　　                                       Web Site: http://www.raymond.in/grp_sisk.asp
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<革ポリッシュ場> <裁断 >

<ハンドステッチ> <ハンドステッチ>

<ナンバリング> <リングパーツは中国から> <縫製 > <縫製 > <レース付属縫製>

<プレス > <プレス > <プレス機 > <検品 > <ラベルは中国から輸入>

工場名　　　　　　LYU SHOUTAO ETHIOPIA PLC

資本　　　　　　　中国 (嘉善順翔皮件有限公司）

生産アイテム　　　手袋（革・布）

客先（輸出先）　　  　amazon、Metro City

従業員数　　　　　570 名

生産数                                 6Line 2,000pcs/pair( 布 )

　　　　　　　　　 1,000pair/day( 革）

使用革　　　　　　羊・ヤギ革（エチオピア産）

生地付属調達先　　中国（布・付属）

FOB　　　　　　     7USD( レディース )８USD( メンズ )
10 ～ 11USD( ピタードレザー )

Bole Lemi 1

<化粧箱（輸入）>

2015年操業開始。レザー手袋、布手袋、レザー・布の両使い手袋を生産。ステッチを手縫いで入れるな

ど丁寧な仕事がみられる。女性用のドレスグローブもウサギのファーや革のアクセサリーを使用してお

り、デザイン性も高い。ファブリックやアクセサリーは中国から輸入しているが、エチオピア産の高品

質な革を使用し、肌触りも非常に良く、amazonなどでも販売されている。

Web Site: http://www.warmengloves.com/

日本、中国、US、韓国
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HAWASSAHirdaramani
資本 スリランカ系 アイテム

月産数

Tシャツ・ポロシャツ・下着

建屋数従業員数 1,800 名 ２

28 Line （T シャツ・ポロシャツ） 10 Line  ( 下着）　合計 25,000pcs　※2018 年末までに 2500 オペレーターに増員予定

Lead Time 2 ～ 2.5 months客先（輸出先） US, EU

生地付属調達先 中国、スリランカ　（生地はスリランカにて検反後、輸入している）

HAWASSAHela Indochine Apparel PLC
資本 スリランカ系 アイテム

月産数

下着（パンティ）

従業員数 200 名

16Line  350,000 ～ 400,000pcs/month　※2018 年 600,000pcs に増産予定

10 ～ 15USDFOB

生地付属調達先 中国、スリランカ（ナイロン・ポリエステル）

HAWASSAEPIC APPAREL PLC
資本 香港系 アイテム 布帛パンツ（キッズボトムス）

生産開始 2017 年 1月従業員数 600 名

ライン数 6 Line※2018 年 18Line に増設予定

客先（輸入先） US

<縫製ライン> <裁断場 > <パーツ検品 >

<生地不良見本掲示> <検針機HASHIMA シングルヘッド> <出荷前商品保管倉庫><最終検品・畳み場>

<裁断 > <検品 > <検品 >

客先（輸入先） US

工場管理・５S申し分なく、JUKI ミシン、HASHIMA（シングルヘッド）、ソフト洗いの設備も完備。
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HAWASSABole Lemi 1Arvind Lifestyle Apparel manufacturing PLC
資本 インド系 アイテム B

月産数

MOQ

設備

カットソー、デニム H カジュアルシャツ、デニム

建屋数 従業員数 1000 名 1200 名２ 7 ※1

※1　2018 年　10,000 名に増員予定

300,000pcs（カットソー） 500,000pcs（カジュアルシャツ）、500,000pcs（デニム）

50,000pcs（カットソー）、30,000pcs（カジュアルシャツ）、30,000pcs（デニム）

検針機  HASHIMA シングルヘッド、デニム加工 VAV Laser System (https://www.youtube.com/watch?v=XC42B8bVk1g)

FOB 1.2 ～ 1.3USD（カットソー）、6.5 ～ 6.6（カジュアルシャツ）、6.6USD（デニム）

Lead Time 2 ～ 2.5 months生地付属調達先 インド、パキスタン、スリランカ、エジプト

B H

B H

B H

B H

B H

B

B H

1980 年後半のインドでデニム製造のパイオニアとして設立。インドでは年間 110,000,000m のデニム地、65,000,000m の布帛を生産

しており、エチオピアでは製品の生産を行っている。ボレレミ工業団地に 2 建屋、HAWASSA 工業団地に 7 建屋所有する大規模工場。

デニム加工に VAV レーザーシステムを採用している。

HAWASSABUSANA APPAREL GROUP
資本 インドネシア系 アイテム

日産数

メンズシャツ

生産開始 従業員数 450 名２017 年 5 月

5Line  700 ～ 1,000pcs/day

10 ～ 15USDFOB

Lead Time 35 ～ 45days生地付属調達先 中国、インドネシア

オペレーションや管理体制は非常に良い。

操業前のトレーニングでは現地ワーカーに対し、インドネシアで 3 か月の研修も行っている。

HAWASSATAL Apparel 
資本 香港系 アイテム

日産数

シャツ

従業員数 500 名

生地付属調達先 中国

現在 2,000pcs/day だが、数か月以内に 4,000 ～ 5,000pcs/day に増産予定。

商談は中国で行う。

客先（輸出先） US

※写真はパネルを撮影したもの

10Line 2000pcs/day

－ 44－



Bole Lemi 1GEORGE SHOE ETIOPIA PLC
資本 台湾 アイテム

月産数

革婦人靴

従業員数 1,100 名

FOB 18USD( パンプス） MOQ 4,000 ～ 5,000 足

客先（輸出先） 中国、EU、US（日本向け経験あり）

中国シェンジェン・ベトナムにも工場あり

40,000 足 /month 、縫製 9Line、底付け 3Line
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<編立エリア > <染色エリア >

<生地保管倉庫> <検反 >

<裁断 > <パーツ検品 > <縫製ライン > <最終検品 > <最終検品 >

<製品保管庫 > <HASHIMA 検針機 > <パターン室 > <サンプル室 >

工場名　　　　　　MAA Garment

資本　　　　　　　エチオピア

生産アイテム　　　Tシャツ・ポロシャツ・パンツ

客先（輸出先）　　  　US, EU

生産数                                22Line、14,000pcs/day

生地調達先        　　エチオピア国内or 客先指定

付属調達先                 中国 or 客先指定

CMT                                           0.79 ～ 0.85USD

MOQ                            10,000pcs/style

技術管理　　　　　客先より技術者派遣

品質管理フロー　　検反（4点罰点法）

検針機　　　　　　HASHIMA（シングルヘッド×2）

　↓
エンドライン検品（100％）
　↓
最終検品（100％）
　
　↓
AQL2.5

メケレの空港から徒歩圏内にある、スピニング、ニッティング、染色まで一貫して行っている企業。

メインアイテムのうち、ベーシックなＴシャツ、ポロシャツ、パンツが80％を占める。

国内向けと海外向け製品の割合は50％対50％。海外向け製品の割合を80％まで高めていくことが目標。

Mekele

　※最終検品は各ライン 2名づつ配置

　※現在は未使用だが客先からの
　　 要望で使用可能

<製品保管庫>
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Sheba Leather Industry
資本 エチオピア アイテム

月産数

メンズ・レディースシューズ、レディースバッグ

従業員数 1,250 名

FOB 1USD ～ (シューズ）、2.5USD ～（バッグ） MOQ 5,000 足 /style（シューズ）、2,000 個 /style（バッグ）

客先（輸出先） イタリア

メケレの市街地からおよそ車で 1時間程度、Worko という町にある（空港からメケレ市街地までは 15 分程度）。
革なめし、革フィニッシュ、製靴、製鞄まで一貫して行っている。
2004 年操業、バッグ生産は 2017 年より開始した。

20,000 足 /month （シューズ）、5,000 個 /month   各 2Line

Addis Industrial ZonePittards Ethiopia
資本 英国 アイテム

月産数

手袋、シューズ

従業員数 820 名 客先（輸出先） UK、US

手袋で有名な Pittards 社だが、ファッション手袋の国際市場の縮小、ワーキンググラブの価格競争の激化があり、
2017 年より靴の生産も手掛けている。靴の革も自社のものを使用しており、品質には気を配っている。

100,000 双 /month（手袋） 、10,000 足 /month( 靴）縫製 7Line

Mekele

FOB 20USD（シューズ）

－ 47－




	表紙
	写真
	目次
	図表リスト
	略語表
	要約
	調査概要（和文・英文）
	はじめに
	第１章　対象国・地域の開発課題
	１－１　対象国・地域の開発課題
	１－２　該開発課題に関連する開発計画、政策、法令等
	１－３　当該開発課題に関連する我が国国別開発協力方針
	１－４　当該開発課題に関連するODA事業及び他ドナーの先行事例分析

	第２章　提案企業、製品・技術
	２－１　株式会社ティーズネットワークの概要
	２－２　サービス・技術の概要
	２－３　サービス・技術の現地適合性
	２－４　開発課題解決貢献可能性

	第３章　ビジネス展開計画
	３－１　ビジネス展開計画概要
	３－２　市場分析
	３－３　事業実施体制
	３－４　進出形態とパートナー候補
	３－５　収支計画
	３－６　想定される課題・リスクと対応策
	３－７　期待される開発効果
	３－８　日本国内地元経済・地域活性化への貢献

	第４章　ODA事業との連携可能性
	４－１　連携が想定されるODA事業
	４－２　連携により期待される効果
	別添資料



